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〔朝日町風土記】

遠
い
祖
先
の
心
を
伝
え
る

習

俗

風

俗

(1) 

お

盆

（祖
霊
祭

）
－
朝
日
町
全
域

お
盆
は
先
祖
を
は
じ
め
他
界
し
た
人
た
ち
の
み
た
ま
を

な
ぐ
さ
め
る
お
ま
つ
り
で
あ
り
、
前
年
に
不
幸
の
な
か

コ
た
家
は
正
月
と
同
じ
よ
う
に
め
で
た
い
白
と
し
て
の

観
念
や
風
習
は
全
国
共
通
し
て
い
る
。

お
盆
の
特
色
の

一
つ
は

「
盆
棚
」
で
、
精
霊
棚
と
も
言

い、

仏
壇
の
前
や
お
墓
の
前
に
特
設
す
る
も
の
‘
墓
の

段
を
利
用
す
る
も
の
等
色
々
で
あ
る
。

墓
地
で
は
墓
の
前
に
竹
ざ
お
を
鳥
居
形
に
組
ん
で
‘
稲

嫡

w
．
里
イ
モ
の
茎
、
ホ
ウ
ズ
キ
．
サ
サ
ゲ
等
を
さ
げ
供

え
る
。

ま
仁
、

盆
棚
は
正
月
の
年
神
棚
に
あ
た
る
も
の
で
‘
盆

の
清
霊
を
迎
え
る
祭
喧
で
、
こ
れ
に
は
俗
に
盆
花
と
い

わ

η
て
い
る
ご
ミ
ゾ
ハ
料
」
の
花
も
か
νcら
れ
る
が
、

こ
れ
も
正
月
の
神
の
依
代
で
あ
る
門
松
と
同
じ
く
祖
先

の
霊
が
こ
の
花
と
と
も
に
家
に
帰
「J
て
こ
ら
れ
る
ζ
伝

え
ら

nて
い
る
。

泊
地
方
で
は
祖
先
の
霊
が
馬
や
牛
に
の
コ
て
こ
ら
汽
る

と
し
て
、
ナ
ス
や
キ
ュ
ウ
リ
で
馬
の
形
九
五
作
コ
て
棚
に

上
げ
る
家
も
あ
り
．
ま
た
、
祖
先
の
霊
が
天
か
ら
降
リ

て
く
る
と
言
う
観
念
か
ら
．
お
寺
な
ど
で
は
大
木
の
浸

上
に
一
品
燈
簡
を
つ
る
す
な
ら
わ
し
が
統
い
て
い
る
，

ま
た
．
十
三
日
を
「
盆
の
年
取
リ
L

こ
い
う
こ
こ
な
ど

も
今
な
お
残
つ
で
い
る

（
写
真
ぷ
盆
棚
）

今月のおもな記事

。第5回朝日町議会臨時会
。生きがいを求めて（社会教育
の振興を目ざして〉
。朝日町婦人会幹部研修会
。消費者生活グループ誕生
。業焼センター起工式
。北又小屋に緊急電話の特設
。好評だった不用品即売会
。国民年金法の改正
。戦没者の遺族等に特別弔慰金
。道路を守る月間
。体協だより （各種スポーツ
行事）
。NH Kラジオ体燥の会
。間防署だより
。動信協の融資案内

守

t
F
D
，o
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－
あ
ら

ま
し

昭
和
五
十
年
度
第
五
回
朝
日
町
議
会
臨
時
会
は
七
月
二
十

一
日
、
会
期

一
日
と

し
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

本
臨
時
会
は
昭
和
五
十
年
度
朝
日
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
二
七

O
万
円
）
及

び
工
事
請
負
契
約
の
件
、
並
び
に
胡

議
案
三
件
を
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

七
月
二
十

一
日
開
会
（
会
期
の
決
定
）

（
町
長
提
案
理
由
の
説
明
〉

質
疑

・
討
論

・
採
決

さ

リ可
決
さ
れ
疋
沼
紛

報一一一あ昭和32年 8月 8日 けー
ーーーーーーー 第 3橿鄭使鈎U可 . IA 

よき社会人となるために

各地で
学級講座の開設

急
変
す
る
社
会
に
対
処
し
、
知
性
あ
る

社
会
人
に
な
る
と
と
も
に
、
学
習
の
中
で

務
昭
和
五
＋
年
度
朝
日
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
二
せ

O
万
円
追
加
）

務
工
事
請
負
契
約
の
件

（
朝
日
町
立
境
公
民
館
新
築
工
事
、
団

体
営
林
道
棚
山
線
開
設
事
業
、
工
事
請

負
契
約
締
結
）

務
朝
日
町
農
業
委
員
会
の
委
員
推
選
せ
ん

の
件

（
朝
日
町
殿
町

一
、
四
九
五
番
地

生
き
が
い
を
求
め
よ
う
と
、
今
年
も
各
地

区
で
学
紐
講
座
が
開
設
さ
れ
、
参
加
者
た

ち
は
熱
心
に
学
習
を
し
て
い
ま
す
。

A
W
家
庭
教
育
学
級

畿
大
家
庄
小
P
T
A
家
庭
教
育
学
級

「
子
ど
も
の
感
長
を
願
い
、
子
ど
も

を
と
り
ま
く
家
庭
社
会
の
と
と
を
学

ぶ
」・対
象
大
家
圧
小
低
学
年
P
T
A

－
開
設
場
所
大
家
庄
小
学
校

機
山
崎
小
P
T
A
家
庭
教
育
学
級

「
地
域
社
会
に
対
す
る
認
識
を
深
め
情

操
の
豊
か
な
子
ど
も
を
育
成
す
る
」

－
対
象
山
崎
小
P
T
A

・
開
設
場
所
山
崎
小
学
校

務
官
宇
野
家
庭
教
育
学
級

鹿
熊
安
正

刷
田
町
草
野
九

O
番
地

大
沢
飽
松

氏氏
、

z
一
欄

務
虚
礼
廃
止
の
申
合
わ
せ

開

朝
日
町
議
会
議
員
は
応
叫
廃
止
の
徹
氏

闘

を
期
す
ベ
く
全
議
員
の
一
致
を
も
っ
て
次

闘

の
申
し
合
わ
せ
を
な
し
、
厳
に
こ
れ
を
励

醐

行
し
、
議
員
本
来
の
使
命
に
専
心
す
る
こ

醐

と
を
期
す
る
も
の
で
あ
る
。

騨

一
、
議
員
で
あ
る
が
た
め
の
冠
婚
葬
祭

料

に
対
す
る
花
輪
は
、

一
切
だ
さ
な
い

欄

ζ

と。

蜘

二
、
本
申
し
合
わ
せ
の
趣
旨
に
反
し
た

酬

場
合
は
議
会
に
お
い
て
調
査
の
上
、

榊

何
ら
か
の
方
法
に
よ
り
、

適
当
な
措

糊

胞
を
講
ず
る
こ
と
。

せ’
U
）

間
利
五
十
年
七
月
二
十
一

日

欝

日

lllT 

議

！閉

「
よ
り
よ
い
家
庭
を
築
く
た
め
の
家

族
の
役
割
」

－
対
象
草
野
地
区
民

・
開
設
場
所
西
部
保
育
所

務
泊
中
部
深
育
所
家
庭
教
育
学
級

「
幼
児
期
に
お
げ
る
家
庭
の
役
割
と

子
ど
も
の
将
米」

－
対
象
中
部
保
育
所
の
コ
一才
児
を

持
つ
悶
親

・
開
設
場
所
補
祉
セ
ン
タ
ー

AW
婦
級
犬
家
庄
婦
人
学
級

「
健
駿
で
明
る
い
家
庭
を
築
き
、

豊

か
な
地
域
づ
く
り
を
す
る
た
め
、
す

ぐ
れ
た
農
村
師
人
に
な
る
」

－
対
象
大
家
庄
婦
人
会

入

,u.I.. 

ー壬ー

級 会

マ2

・r円リ
v
a仏
E

・
開
設
場
所
大
家
庄
公
民
館

綴
南
保
婦
人
学
級

「
健
康
で
明
る
い
家
陛
を
築
く
た
め

に
か
し
と
い
主
婦
に
な
る
」

・
対
象

間
保
附
人
会

・
附
設
場
所

間
保
公
民
館

《必Y
少

年

教

.... ‘・『
主主

務
月
山
少
年
教
室

「
郷
土
の
牒
史
文
化
を
今
び、

自
然

の
中
で
規
却
と
協
調
の
精
神
を
体
得

す
る
」
－
対

象

月

山
地
内
少
年

・
開
設
場
所
月
山
公
民
館

。
泊
地
区
で
開
催
予
定

品
物
若

妻

教

，ーん『

主主

務
山
崎
若
饗
教
室

「住
み
よ
い
家
庭
を
築
く
た
め
の
若

妻
の
役
割
」

・
対

象

山

崎
胤
区
若
安

・
開
設
場
所
山
崎
公
民
館

朝
日
町
婦
人
会

幹
部
研
修
会

場参
公

民

講

座

綴
境
地
区
を
対
象
に
開
催
予
定

φ
吉
岡

d合h,., 
考

学

級

(2) 

線
中
央
高
令
者
数
室

「
生
き
が
い
を
求
め
て
」

・
対
象
者
人
ク
ラ
ブ
役
員

・
開
設
場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー

O
－
」
の
ほ
か
各
地
区
公
民
館
で
高
令
者

学
級
か
開
段
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
写
真
は
汗
和
一流

し
て
の

ν
ク
リ

ヱ

l
シ
ョ

ン
）



明和50年 8月 1o a JI! 2 4 0号 月 刊｛占雇用10日発行〉

消
費
生
活

グ
ル
ー
プ
誕
生

泊
地
区
婦
人
会

轡
佐
味
野
教
室
機

ひさあ報 一

六
月
十
出
、
朝
日
町
で
初
の
消
費
生
活

グ
N
i
Jア
が
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
泊
地
区
の
婦
人
会
員
を
中
心

と
し
、
総
勢
三
十
＝
人
か
ら
な
る
佐
昧
野

教
室
（
学
級
長
、
潜
水
と
も
子
〉
で
す
。

当
日
は
‘
富
山
県
消
費
生
活
セ
ン
ク
I

消
費
者
協
会
連
合
制
人
会
お
よ
び
例
日

町
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
お
祝
い
と
激
励
の
こ
と

ば
が
あ
り
、
続
い
て
学
級
長
か
の
力
強
い

宣
誓
の
あ
と
、
第

一
回
の
講
師
聞
に
入
り
ま

し
た
。

ζ

の
教
室
は
、
賢
い
消
鈎
者
と
な
っ
て

よ
り
よ
い
消
費
生
活
を
お
く
る
乙
と
を
目

的
に
、
月

一
回
の
講
座
を
聞
い
て
、
学
習

討
論
を
行
う
も
の
で
、
と
れ
か
ら
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

一 広
昭和32年 s11 a日

』 第 3(llfll;使助m"r

5~：調~t~5ぶ：先~.i;.
北又小屋に

緊急電話が

つきました

世土；i；竺ロ

朝
日
岳
万
面
山
岳
遭
難
対
策
協
議
会
で

は
、
と
の
ほ
ど
、
朝
日
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
の
寄
付
を
得
て
、
県
立
自
然
公
園
北
X

峡
一
一
合
の
北
メ
小
屋
に
緊
急
用
電
話
を
説
程

し
ま
し
た
。

北

X
峡
谷
や
、

ζ

乙
を
登
山
採
点
と
す

る
朝
日
岳
閤
辺
一
病
は
、
そ
の
す
ぐ
れ
た

自
然
を
求
め
る
登
山
者
が
年
々
粉
加
の
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
反
閥
、
と
の
よ
う
は

登
山
の
大
衆
化
と
・
も
柑
ま
っ
て
、
鍛
近
で

は
北

X
、
朝
日
岳
同
辺
で
の
大
必
り
小
な

り
の
適
雛
騒
ぎ
が
度
々
発
生
し
て
い
ま
す

と
こ
ろ
が
、
非
常
の
場
合
の
辰
前
線
基

地
と
な
る
べ
き
北
又
小
島
に
は
仮
設
問
話

も
な
く
、
無
線
も
通
じ
な
い
た
め
、
遭
難

救
助
活
動
に
穴
き
な
支
障
を
来
し
て
い
ま
一

し
た
が
、
こ
れ
を
知
っ
た
朝
日

ロ
ー
グ
リ
一

1
ク
ラ
プ
が
、
同
ク
ラ
ブ
結
成
二
十
時
年

↑

事
業
の
一
邸
と
し
て
、
と
の
た
び
電
話
線
－

配
線

一
式
分
を
笥
付
さ
れ
た
も
の
で
す
。

一

新
設
さ
れ
た
緊
急
用
電
話
は
、

高
山
首
一

林
裂
の
好
意
に
よ
り
、
小
川
田
栄
元
掲
の

一

位
林
署
治
山
市
剖
業
所
f
選
選
詰
所
聞
に
此
一

設
さ
れ
て
い
る
営
紘
署
電
話
を
北
又
小
昼
－

ま
で
延
長
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も

の
で
、
今
後
の
非
常
時
に
は
大
変

役
立
つ
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

楽焼センターの

建設ヘ
記工式行われる

笹川焼

（写民は：＆iiriされた緊急電話）

過
疎
対
策
の

一
蹴
と
し
て
、
こ
の
程
笹

川
地
内
に
、

江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
笹
川

焼
を
楽
し
む
楽
焼
セ

ン
タ
ー
の
起
工
式
が

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
完
成
を
目
指
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
光
施
設
は
、
館
二
期
山
村
振
興

特
別
対
策
事
業
の

一
つ
と
し
て
、
国
・
県

の
補
同
を
受
け
、
県
立
自
然
公
園
を
訪
れ

る
行
楽
答
を
誘
致
し
、
観
光
み
や
げ
や
手

づ
く
り
を
楽
し
め
る
も
の
と
し
て
設
置
す

る
も
の
で
す
。

完
成
後
の
建
物
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
二
階
建
て
、
延
べ
九

0
・
七
二
平
万

メ
ー
ト
ル
ly
」
モ
ダ
ン
な
も
の
と
な
り
、
ま

た
、
城
山
川
似
し
し
に
も
地
刊
の
民
芸
品
や
特

一唯
物
な
ど
の
倣
ト
往
診
米
ね
た
矧
光
案
内
所

も
設
問
さ
れ
る
な
ど
異
色
め
る
観
光
資
源

と
し
て
則
侍
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
写
真
は
楽
協
セ
ン
タ
ー
の
起
て
式
）

好
評
だ
っ
た

不
用
品
即
売
会

(3) 

一
般
家
庭
内
で
不
用
に
な
り
、
ま
だ
充

分
に
活
用
で
き
る
品
物
を
見
直
そ
う
と
、

朝
日
町
と
朝
日
町
連
合
婦
人
会
で
は
不
用

品
交
換
会
を
六
月
一
一
十
九
円
勤
労
青
少
年

体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
き
ま
し
た
。

山ヨリロ
は
、
町
内
十
六
会
場
で
収
集
さ
れ

た
衣
類
を
は
じ
め
、
家
具
類
、
ス
ポ
ー
ツ

・
レ
ジ
ャ

ー
用
品
、
日
用
品
な
ど
全
部
で

六
二

O
点
の
不
用
品
を

一
堂
に
集
め
、
開

場
と
同
時
に
約
四
十
人
の
買
い
物
客
が
殺

到
、
特
に
、
机
、
ス
キ
l
用
川
、
ヵ
．ハ
ン
、

円
用
品
の
売
れ
行
き
が
早
く
、
件
数
に
し

て
五
三
五
点
、
給
制
九
万
七
下
円
の
売
り

上
げ
が
あ
り
ま
し
た
。

会
場
を
訪
れ
た
万
々
は
約
凶
百
人
で
説

子
づ
れ
も
多
く
、
好
評
の
う
ち
に
終
了
し

古
5
1

レ～～
。
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戦
没
者
等
の
遺
族
に

特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

受診
趣

ヒニ
日

本
年
は
終
戦
か
ら
三
十
周
年
目
に
あ
た

り
ま
す
が
、
先
の
火
戦
で
な
く
な
ら
れ
た

戦
没
者
等
の
溜
族
に
対
し
て
、
国
が
改
め

て
弔
慰
の
窓
を
表
わ
す
た
め
、
特
別
弔
慰

金
と
し
て
国
債
（
額
面
二
十
万
円
、
十
年

償
還
、
無
利
子
）
が
支
給
さ
れ
る
と
と
に

な
り
ま
し
た
。
給

さ。
支

象

者

対

あ

ω目
撃
事
変
勃
発
（
昭
和
十
二
年
七
月

七
日
〉
以
後
に
死
亡
し
た
戦
没
者
等
の
遺

族
で
、
昭
和
五
十
年
四
月
一

日
に
お
い
て

同
一
の
戦
没
者
等
に
つ
き
、
公
務
扶
助
料

遺
族
年
金
等
を
受
け
て
い
な
い
者
。

ω大
平
岸
戦
争
勃
発
（
昭
和
十
六
年
十

二
月
八
日
）
以
後
に
死
亡
し
た
者
の
遺
族

に
つ
い
て
は
「
遺
族
等
援
護
法
」
に
よ
る

弔
慰
金
を
支
給
さ
れ
た
者
、
な
お
弔
慰
金

受
給
者
が
今
年
四
月
一
日
に
お
い
て
す
で

に
死
亡
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
戦
没
者
の

子
、
戦
没
者
等
と
生
前
向
一

生
計
関
係
に

あ
っ
た
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹

戦
没
者
と
生
前
同

一
生
計
関
係
の
な
か
っ

た
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
の
順

で
、
そ
の
う
ち
の
先
順
位
者
に
支
給
さ
れ

ま
す
。ω目
撃
事
変
中
に
死
亡
さ
れ
た
遺
族
に

は
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
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今
回
の
特
別
弔
凶
金
を
請
求
し
よ
う
と

す
る
万
は、

住
所
地
の
役
場
に
印
紙
持
参

の
上
請
求
さ
れ
た
い
。
な
お
同
順
位
の
遺

族
が
数
人
あ
る
場
合
、
請
求
者
以
外
の
遺

族
の
同
窓
害
、
請
求
者
の
戸
籍
抄
本
な
ど

が
必
要
で
す
。

今
回
の
特
別
弔
慰
金
に
つ
い
て
は、

今

年
四
月
一
日
か
ら
三
年
間
の
請
求
期
聞
に

請
求
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
阿
佐
場
稲
川肌
係
お
よ

び
各
地
区
の
遺
族
会
役
員
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
いさ

国
民
年
金
制
度
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

表1福祉年金 （日（）If仁川J.Jか らl

年 t[1( )jll等 改 正 1111 改 汗一 1を
90,00伊3 144 .OOUPI 

老~~ tl1＼祉年全
( i"I Mt 7 , SOOfl j I { IHl!l2.00011J ・ 
J:JS,600阿 216.000PI 

｜咋 じ1 l ~＆ 
( WMill.300ド）＼ （！守Mil8,000PJI 
90.000円 144' 000111 

弘＇1l1t年金 2級
（月利 7.500Pll (Fl祈12.000PJI 

m r N.1祉年令
117、600P:J 187,200Jll 

JfL ぴ
（月椛i9 '80011)) （月初J5.6iloPJI 

本ドt{fr.＼十l上年't
66 噌00.0P~ l 08 . OOOJI I 

老イ？特月lj給｛！余
f HM! 5. 500111 I r JH(i 9.000111 ・ 

同
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
を
守
り
、

病
気
や
り
が
を
し
た
と
き
は
ど
、
そ
の
後

の
生
活
を
守
る
た
め
、
年
々
そ
の
内
容
の

充
実
が
は
か
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
十
月

分
か
ら
老
令
補
社
年
金
、
障
害
稲
川
年
金

、
母
子
補
紙
年
金
、

昨
時
子
組
制
作
命
政

び
者
令
特
別
給
付
金
の
額
が
表
1
の
と
お

り
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

拠
出
制
年
金
に
つ
い
て
も
、
昭
和
四
十
八

年
慌
に
対
す
る
昭
和
間
十
九
年
度
の
的
費

者
物
川
の
上
昇
率
一一一

・
八
%
に
応
じ
て

、
表
2
の
と
お
り
一
年
金
額
が
引
き
上
げ
ら

れ
、
そ
の
引
き
上
げ
時
期
に
つ
い
て
も、

昨
年
に
統
い
て
九
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
と

と
が
伏
ま
り
ま
し
た
。

な
お
、
五
年
々
金
に
つ
い
て
は、

十
月
か

ら
さ
ら
に

一
五
万
六

0
00
円
（
月
額

一

万
三
0
0
0円
）
に
引
き
と
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
の
額
に
つ
き
ま
し
て
は、

現
在
の

て

一
0
0
円
が
昭
和
五
十
二
牛

四
月
分
か
ら
て

ら
れ
ま
す
。

四
O
O円
に
引
ざ
上
げ

し
尿
の
く
み
取
り

依
頼
は
早
自
に

鱗
支
払
は
衛
生
券
で
毅

制什口町内におりるし尿のくみ取り

作業は、町が朝日術生社に委託して

行っておりますが、最近早くくみ取

ってもらえないとの、苦情をよく耳

にしており、町民の皆さんに大変ど

迷惑をおかけしております。

現在、くみ取ったし尿は、入盤町

にある新川広域圏の中部清掃センタ

ーへ出入処理しておりますが、明日

町のし尿の投入車は、一日一八、0
002（一OO石）に限定されてお
ります。

イ？ 付 日IJ ‘1・ t：ぇ IJlj とえ 1E i去

1＇・＂＇＇
]()fl～ij". ~I~ 

J;--4. JSOf1] 2 l ~. 2!'J(lfl.j 
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~ 、J 
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’1、J 
r,・ S fJ'. Ifイt

( JJ釘i9.2881-li) I )j釘lll .. 3~0 11] ' 

("':) :r :a~ . 64り！リ :rn1.wo111 
ノ町 自す "' ~r~ (J j古（i2:l.220l'l) ( JJ古i'l2R.:lfltJJIJ・, 
般 Ef;j)Jfl11'全 ].3おI640flJ :1CJC)りoopJ

( 25.fド＇.fノ町 ｝ ( H 官t'i2~ ＇220ill l ( } l主（（33.300トlj'
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3.-rn. 30011 J -1~4. 500111 

(fl 'Mi29可025円） () l釘i:l5.37::,jlj ' 

？ h日
:m~. 640F1 J 3:39. 60011 J 

ノ仕 （付古（＼23.220同1 () l似2自.300円、

－（ ~号 l 人
27阜、640円 3:39. 60011 J 

ドjr ‘ i\f~ （円相2:3.220阿） r JI Mi28. 300P J : 
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二r：存2人 288, 240P1 :34 9 . 200 fl) 
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rso>r-g H；から）表2拠出年金

従
っ
て
、
く
み
取
り
も
当
然
、
一
同

一

八
、
0
0
05
に
限
定
さ
れ
ま
す
。

r一の
よ
う
な
事
情
で
す
の
で
、
く
み
取

り
作
業
を
円
滑
、
か
つ
一
計
画
的
に
行
い
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
苦
情
を
少
し
で
も
鮮
問

す
る
た
め
に
も
、

く
み
取
り
の
依
頼
は
な

る
べ
く
早
め
に
し
て
下
さ
い
。

又
、
し
尿
く
み
取
り
の
支
払
は
、
業
者

は
現
金
を
取
り
扱
わ
な
い
と
と
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
必
ず
術
生
券
で
支
払
っ
て

下
さ
い
。

衛
生
券
は
次
の
と

r一ろ
で
販
売
し
て
い

ま
す
。朝
日
町
中
央
腿
協
の
各
支
所

大
家
庄
農
協

宮
崎
漁
港

上
居
閥
店

（東
下
町）

大
平
尚
店

〈上
道
下
）

折
一戸
商
店

（草
野
）

広
田
商
店
（
桜
町
）

(4) 

一
道
路
を
ま
も
る
月
間

い

♂

八

月

一

日

1
八
月
三
十

一
日

）

わ

八
月
は
道
路
を
守
る
月
間
で
す
。

』

二
埠
路
は
み
ん
な
の
財
産
で
す
。

一
人
ひ
川

（
と
り
が
協
力
し
て
、
広
く
、
正
し
く
、

）

｝
美
し
い
泊
路
で
街
が
ら
街
を
結
び
ま
し
～

巴
ょ
う
レ

日

～
・
み
ん
な
で
守
ろ
う
、
み
ん
な
の
道
路
F

勺
緑
の
道
路
で

、

明

る

い

社

会

～

h

・
捨
て
る
よ
り
、
ひ
ろ
う
心
で
、
き
れ
～

切

い

な

道

路

一

F

道
路
に
関
す
る
相
談
は
、
朝
日
町
建
♂

鼠

設
課
（
電
話
三
i

二
O
O
）
建
設
～

』

省
出
山
工
事
事
務
所
（
富
山
市
石
金
V

宇

八

四

電

話
一
一回

l
一
七

O
一）

ム

J 
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長

朝
日
町
農
業
委
員
決
ま
る

…
マ
第

一
選
挙
区
（
十
人
）

山
本

清

二

（
舗
道
）
新
日

…

米

正

秀

治

（

蛭

谷

）

現

臼

池
田

清

（

大

家

庄

）

新

叩

竹

谷

海

太

郎

（

宮

崎

）

現

引

前

川

筒

二

（

三

枚

橋

）

新

引

追

分

光

成

（

草

野

〉

新

日

酒

井

栄

（

山

崎

新

〉

現

臼

一

井

政

議

（

南

保

）

新

臼

安

達

徳

治

（

山

崎

）

新

仰

山

勝

間

綴

雌

（

笹

川

）

新

日

マ

町
般
会
の
推
せ
ん

（
二
人〉

平

坂

久

雄

（

平

柳

）

新

日

関

照

安

正

（

殿

町

）

現

柑

水
島
喜
一

（

泊

）

現

臼

大
沢

龍
松
（
草
野
）
新

刊

西

日

清

（

月

山

）

新

日

マ

農
業
協
同
組
合
の
推
せ
ん

（
二
人
）

勝

原

信

（

南

保

）

新

印

米

同

吉

二

（

東

草

野

）

現

日

水

島

権

義

（

境

）

新

%

住

吉

久

雄

（

金

山

）

新

刊

マ
第
二
選
挙
区

マ
農
業
共
済
組
合
推
せ
ん

水

野

貫

之

（

下

山

新

）

新

的

吉

井

敬

信

（
月
山
）
新
乃

水
野
文
太
郎
〈
山
附
）
現
叩

…

さ報 ・ーー あ

最
近
入
札
さ
れ
た
百
万
円
以
上
の
工
事

一
、
集
落
移
転
資
備
造
成
工
穆

工
事
費
六
、
五

O
O干
円

工

期

六

月

二

十
五
日
i

七
月
三
十

一
日

造
成
面
積
四
、

二
九
二
平
万
米

道
路
延
長
二
一
五
米

巾

員

凶

・
O
米

二
、
集
落
移
転
聾
備
給
排
水
工
事

工
事
費
六
、

ニ
O
Oヰ
円

工
期
六
月
二
十
五
日
1

七
月
三
十
一
日

井

戸

一

基
、
ほ
か
給
排
水
工
事

一一一
、
町
道
局
畠
九
号
線
舗
装
工
事

工

事

鈴

て

五

五

O
千
円

工

期

六

月

二
十
五
日
1

七
月
二
十
五
日

一
八
六
米

広－ーーー・・ 昭和32年 8月8日.• JI! 3 81郵便物認可

延

巾

員

六

・

五

米

四
、
町
道
下
山
新
殿
町
舗
装
工
事

工
部
費

二
、
四
O
O千
円

工

期

六

月

二
十
五
日
f

七
月一
一一
十
一

円

延

長

一
七
七
米

山

員

七

・
O
米

五、

町
道
官
同
構
下
野
線
舗
装
工
事

工
事
費

一二、

六
O
O
千
円

i

期
六
月
二
十
五
日

i
八
月
十
日

延

長

三
五
八
米

巾

員

五

・

五
米

六

林
地
崩
壊
防
止
事
業

（
境
東
地
）

工
事
費

て
ご
一
八
七
午
円

工

期

七

月

十

七

日
l
九
月
三
十
日

七
、
林
地
崩
壊
事
業

（下
横
尾
）

工
事
費

て

八
六
O
キ
円

工

期

七

月

十

七

刊
J
九
月
三
十
日

八
、
林
道
棚
山
線
開
設
事
業
（第

一
工
区
）

工
事
政

一
九
、
五
O
O千
円

工

期

七

月

二
十
三
円
1

十

一
月
三
十
日

延

長

二
六
0
・
四
米

巾

員

四

・
O
米

九
、
境
公
民
館
新
築
工
事

工
事
費
三
二
、
五
O
O千
円

工

期
七
月
二
十
三
日
i

十
二
月
十
百
日

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建

一

階

二

O
一
・
六
二
平
万
米

二

階

二

O
五
・
＝
二
平
方
米

十、

境
診
療
所
新
築
工
事

工
事
費
七
、
四
五

O
千
円

工
期
七
月
二
十
三
日
j
十
一
月
十
日

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
平
家
建

床
商
積
六
八

・
九
平
方
米

工
、
宮
崎
鹿
嶋
樹
叢
公
衆
便
所
設
置
工
事

工
事
資
一

、
三
五
O
千
円

工
期
七
月
二
十

一
日
1
八
月
三
十
日

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
平
家
建

床
面
積

一
回
・
五
八
平
万
米

十
一一、
越
道
駐
車
場
艶
備
事
業

工
事
費

三
、
九
五
O
千
円

工
期

七

月

二
十

一
日
j
九
月
二
十
H

公
衆
便
所
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト、

ベ
ン
ナ

十刀て

町
道
大
平
幹
綿
舗
装
工
事

工
事

費

二

、
七
八

O
千
円

工
期
七
月
二
十
三
日
1
八
月
十
五
日

延

長

三
O
O
米

山
尚
凶

・
O
米

融
資
の
お
知
ら
せ

富
山
県
勤
労
者

信
用
基
金
協
会

・・· • I/ -"'-
~ 富 ク 生
島山活
」’県資
._, iii.Ji 金
の労や
利者住
m f言 宅
を用資
お基金
進金で
め協お

し会悩
ま （ み
す 目白 の
。~五 ）j

(5) 

「
動
信
協
」
と

は

の

労
働
組
合
が
な
い
工
場
や
商
店
で
働
い
～

て
い
る
勤
労
者
の
万
々
の
福
世
の
向
上
を
山

は
か
る
事
を
巴
的
と
し
て
、
富
山
県
を
は
h

じ
め
各
市
町
村
や
福
祉
事
業
団
体
等
が
出
川

家

事

事

件

に

つ

い

て

損
金
を
拠
出
し
合
っ
て
、
附
和
凶
十
七
年
…

家
庭
裁
判
所
で
は
、
家
事
事
件
（
家
庭

九
月
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

ム
や
、
親
族
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
問
題
）

住
宅
資
金
、
教
育
資
金
、
結
婚
資
金
、

γ

に
つ
い
て
、
得
判
や
調
停
を
し
て
い
ま
す
。

生
活
資
金
で
お
悩
み
の
万
は
「
動
指
協
」
へ

筏
判
や
淵
停
は
、
形
式
ば
ら
ず
に
、
な

の
保
証
で
労
働
余
時
よ
り
融
資
を
受
け
る
一
ご
や
か
な
、
非
公
開
の
手
続
で
行
わ
れ
、

こ

と

が

出

来

ま

す

。

〉

関

係

者

の

秘

密

は

か

た

く

守

ら

れ

ま

す

。

マ
保
訴
と
借
入
れ
を
申
込
め
る
方

…
家
事
事
件
の
手
続
は
、
当
事
者
や
利
害

宮
山
県
労
働
金
時
〈
「
労
金
」
）
の
会
～
関
係
人
の
申
立
て
で
始
ま
り
ま
す
。
申
立

員
で
あ
る
「
勤
信
協
友
の
会
」
の
附
成
員
）
て
を
す
る
に
は
、
解
決
し
て
も
ら
い
た
い

で
あ
る
こ
と
。

れ
こ
と
が
ら
や
、
事
情
の
あ
ら
ま
し
な
ど
を

（
た
だ
し
、
勤
続
、
収
入
な
ど
所
定
の
ν

宙
い
た
申
立
留
を
受
付
に
出
し
ま
す
。
用

条
件
全
ナ
・
な
え
て
お
り
、
成
年
者
で
あ
る

ん
紙
は
家
陛
裁
判
所
に
も
仰
え
付
け
て
あ
り

と
と
c

）

（

費

用

も

わ

ず

か

で

す

。

マ
保
笹
の
対
象
と
な
る
貸
付
と
期
間

中
家
事
事
件
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ

①

一
般
会
活
資
金

～
り
ま
す
。

一
万
円
以
上
か
ら
二
十

万

円

ま

で

山

・
夫
婦
関
係
の
調
搬
、
離
婚
、
離
婚
後
の

（
お
月
、
十
月
、
十
一心
月
、
二
十
月
～
財
産
介
与
、
婚
約
不
服
行
に
よ
る
慰
し

二
十
八
月
払
い
〉

（
や
料
の
請
求
。

向
教
育
資
金

川

・
父
母
の
離
婚
に
伴
う
子
の
氏
の
変
更
や

二
十
万
円
、

一一一十
万
円
、
四
十
万
円

～

親
権
者
の
設
定

五
十
万
円
の
四

積

一

・
未
成
年
者
の
養
子
縁
組
の
許
可
。

府
間
期
間
（
在
学
中
）
を
含
め
十
年
以
一

・
親
の
な
い
子
の
た
め
の
後
見
人
の
選
任

内
（
柑
．L
人

は

八

年

以

内

）

山

・
生
活
に
困
っ
て
い
る
親
族
の
扶
養
。

①
結
婚
資
金

九

・
遺
産
分
割
、
相
続
放
掛
川
そ
の
他
相
続
に

二
十
万
円
、

主
十
万
円
、
四
十
万
円

一
閃
す
る
問
題
。

五
十
万
円
の
四
種、

五
年
以
内

九

・
改
氏
、
改
名
の
許
可
そ
の
他
戸
籍
に
関

す
る
問
題
。

①
住
宅
資
金

（労
働
金
庫
の
住
宅
積
立
預

川

合
に
ど
加
入
の
刀
）

一
・
そ
の
他
翫
族
問
の
争
い
や
も
め
ご
と
な

f
aO
 

三
十
万
円
か
ら
五
百
万
円
ま
で

〈ま
お
、
家
庭
裁
判
所
で
は
、
審
判
や
調

（
元
金
均
等
三

O
O囲
払
い
）

一
一
停
を
国
民
に
利
用
し
や
す
い
も
の
と
す
る

（た
だ
し
、
住
宅
積
V
一
金
預
金
に
加
入
～山
た
め
、
家
事
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
家

し
て
い
な
い
場
合
は
、

一三
0
0．
万
円
・

限
位
）
詳
し
く
は
、
日
山
労
働
金
叩
叫
ん
庇
や
税
族
に
閲
す
る
問
闘
を
お
も
ち
の
万

魚
津
支
店
（
魚
総
市
利
氷
一
一七

C

一
は
遠
胤
な
く
家
事
相
談
係
へ
お
い
で
く
だ

T
E
L

魚
津
二
一

一ーー
一一一一二
五）

J

さ
い
。

守

t・
「
町
U
F
h
u
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町爾爾寓拘置

い
ろ
い
ろ
な

ス
ポ
ー
ツ
行
事
の

お
知
ら
せ

--• 2 4 0号

第
二
卜
二
回

下
新
川
郡
民
体
育
大
会

ひー一

六
月
二
十
九
日

・
七
月
五

・
山ハ自

主
会
場

入

部

町

ハ
朝
日
町
関
係
の
成
制
V

野
稼。

一
般
①
ご
一
太
ク
ラ
プ
伺
朝
日
町
中
央

農
協

敏
式
庭
向
略

。

一
般
国
刀
（
檀
）
①
長
井
啄
縫
・
探
松

正
併
組

占
且
捕
挿。

一
般
男
①
小
杉
同
幸

。
中
学
女
①
楢
由
紀
（
泊
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

。
一

般
男
①
朝
日
バ
レ
ー
ク
ラ
ブ

O
嗣
人
①
泊
附
入
会

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

。

一
般
園
内
①
泊
ク
ラ
ブ

。

一
般
女
①
泊
高
ク
フ
プ

。
中
学
女
①
泊
中

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

。
一
般
男

（
挫
）
①
梅
沢
義
弘

・
横
谷

三
明
組

。
中
学
女
同
体
①
泊
中

体
録

（
中
学
）

。
明
子
団
体
①
小
川
中

。
女
子
団
体
①
泊
中

。
女
子
個
人
総
合
①
締
ま
る
み

さあ報 一広
昭和去年 8JI自目
• 3 ..使liR可 ー

剣
道。
一

般
男
団
体
①
朝
日
町
チ
1
ム

。

一
般
児
個
人
①
愛
場
敏
明

サ
ッ
カ
ー

。

一
般
①
白
馬
ク
ラ
ブ

O
中
学
①
泊
中

柔
道。
中
学
側
人
中
原
級
＠
下
山
降
〔
伯）

陸
上
競
掻

（
中
学
）

。
男
子
マ
百
米

ω前
川
俊
彦
（
伯
）
｛
V

四
百
米
リ
ν
l
①
泊
中
一
ゾ
砲
丸
投
①

吉
田
正
彦
（
小
川
）

。
女
子
マ
走
巾
眺
①
版
本
洋
子

（小
川

）
マ
他
丸
投
①
北
山
手
子
（
小
川
〉

水
泳

（
中
学
）

〈〉
射
子
マ
四
百
米
メ
ド
レ
ー
①
泊
中
マ

四
百
米
自
由
明
①
中
島
裕
幸
（
伯
〉

マ
百
米
自
由
型
①
谷
裕
之
（
泊
〉
①

中
島
松
川
幸
（
泊
）
命
、
長
谷
川
親
美
〈

泊
）
ヤ
二
百
米
バ
タ
フ
ラ
イ
①
小
谷

備

〈泊｝

－V
二
百
米
背
泳
①
総
凶
臨

明

（泊）

マ
四
荷
米
リ
レ
1
①
，
川
山中

。
男
子
団
体
①
泊
中

。
男
女
総
合
＠
泊
中

第
二
十

一
回

町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

六
月
八
日

泊
高
佼
グ
ラ
ウ
ン
ド

①
間
保
①
山
崎

第
二
十
五
回

二
市
一

郡

中
学
駅
伝
競
走

（伯）

六
月
三
十
日

①
入
邸
前
西
中
A
①
入
醤
中
①
小
川
中
A

弟

パ 市回
レ三
｜田T
オて

ノレ
大
.6、
てE王

七
月
十
三
日

泊
中
学
校

明
子
①
占
田
仁
業
A
①
明
日
パ
レ
1

7

ラ
フ

女
子
①
日
東
紡
紺
①
占
川
工
業

〈 事月

ヵ吉 日
ツ本 ノ、

プク レ

会三l
さ／ク
出 ラ
場 ブ

第
一
回
全
日
本
ク
ラ
ブ
カ

ノ
プ
同
女
挺

勝
大
会
の
福
山
県
予
選
会
が
、
七
月
六
日
、

出
山
市
で
行
わ
れ
、
朝
日
〆

レ
1
ボ
l
N

ク
ラ
プ
が
見
事
誕
勝
を
飾
り
、

ヘ
バ一

。ト

ゴ
．
日
か
ら
大
阪
市
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会

に
山
地
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

;J~思議
体：
コ~
同
党X
フ7て

ノて
レ

ボ

ノレ

連

青

鞠

迎
背
で
は
、
六
円
十
石
川
ト
八
家
庄

小
学
校
に
お
い
て
、
体
育
祭
を
開
催

し
ま
し
た
。

当
出
は、

．・ハ
レ
ー
が
l
ル
の

一
範

白
だ
げ
の
般
技
で
し
た
が
、
心
行
校
ド

百
年
団
と
も
日
頃
の
縦
刊
の
成
果
を

大
い
に
売
開
し
熱
峨
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。成績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝
次
勝

五
菌
作
肌
校
下

山
崎
校
ド

守，・
F
町

u
n
h
v

な
お
、

富
山
県
青
年
六
会
は、

八
月
二

十
四
日
、
二
十
五
日
の
両
日
－
伽
波
市
を
小

心
に
行
わ
れ
ま
す
。

（写
真
は
火
山
係
正
小
学
校
依
育
館
に
お
け

る
バ
レ
l
ボ
：
ル
の
蜘
熱
戦
の
よ
う
す
〉

(6) 

NH K ~ 
夏期巡回ラジオ体操の会 ； 
・8月20日 泊小学校グランド・ > 

｛ 子供たちの夏休みもいよいよ後半に入ろうとして ) 
いますo ・-, 

,- 儲制のラジオ体燥はそれぞれ各地問ブロ 7ク毎 ！

？に行われておりますが、来る8月20日、 61時30分から ~ 
；泊小学校のグランドにおいて、 NH K、県ラ ジオ体 ｝

｝浪速盟、泊郵閥、朝日町の主催により、 NHK夏 i
i期巡回ラジオ体損公開政送が行われます。 ； 
ょ この日は各地区毎に行われているプロァクが全部 ：

；泊小学校グランドに集まり、NHKラジオ体操指導 ｛

者背敏彦氏及びピアノ伴炎、山崎範子氏外数名のス ) 

fタ ツフの指導により、 全国向け生中継政送が行われ i
iまずから、大人の方も娃非多数参加してください。 ~ 

c.ザ～、．・・・F・··－～．骨、山戸H・－ー－～・『•＇＂＇ ＇＊＂ ＇..、，．川町・H・P ・－・・4 ・・・・』・



境
チ
l
ム
が
初
優
勝

昭和50年 8月 I0日
月 刊 t毎月10日発行｝

朝
日
町
史
叢
ク
ラ
一
ノ

軒
球
大
会

第
六
回
朝
日
町
山
話
予
一
フ
プ
野
以
人
公

が
、
七
月
二
十
七
日
小
丸
山
、
的
中
グ
一ソ

ン
ド
で
町
内
の
児
抱
ク
ラ
ソ
十
三
チ
l
’一

が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
切
さ
に
も
め
げ
ず

黙
戦
の
よ
、
境
チ
l
ム
が
十
一
対
一一一で
本

境 24 u管ひさあl持i広昭和32'!'8118日
第 3fUll使物 IfHf 

指定券売出し開始日

などのお知らせ

苦

間
襲
、
総
額
引

町
よ
！
ム
を
似
り
例
川
問
附
刊
を
帥
け
ま
し
た

な
お
、
境
、
本
町
，
f
1
人
は
ぺ
刈
バ
ハ

川十
奈
月
町
で
行
わ
れ
る
ド
新
川
市
大
会
に

出
場
、
健
斗
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
っ

台
風
シ
ー
ズ
ン
と

火
災
予
防

そ
ろ
そ
ろ
台
風
前
傾
が
聞
か
れ
る
季
節

に
な
り
ま
し
た
ο
品川
風
通
治
時
に
は
花
山

地
力
特
科
の
フ
こ

l
ン
刷
徐
に
よ
り
、
ツ

一
気
が
位
以
し
て
火
災
が
苑
生
し
ま
す
と
、

L

人
火
に
な
り
や
す
い
気
象
条
件
と
な
り
ま

す
勺A

H
M叫
が
近
づ
い
た
ら
、
リ
ジ
十
、
午
レ

ピ
叩
の
以
後
州
川
縦
に
%
を
付
け
て
、
こ
ろ

ば
ぬ
先
の
準
備
を
お
こ
た
ら
な
い
よ
う
、

次
の
事
項
に
住
思
し
て
下
さ
い
nu

、
た
き
火
宅
は
、

消
火
す
る
ζ

と。

中
小
を
か
け
て
完
全
に

、
．何
外
て
に
は
こ
を
内
ト

な
い
こ
と

立
件
aLγ

り
机
附
LZ
！ト

J
こ

ー
ま
‘

一1

1
L
て

t
t
L
I
l
i
－

－

J

1

7

似
通
過
仲
に
は
火
を
前
川
し
な
い
こ
と

一、

也
拘
の
制
強
を
す
る
こ
と
も
人
切
で

す
が
以
外
の
泡
灯
ゃ
、
引
日
仏
一
引
が
川
れ
て

い
な
い
か
、
ど
こ
か
に
触
れ
て
い
な
い
か

点
険
し
て
お
く
こ
と

－

一
、
出
山
中
電
灯
や
、
で
き
れ
ば
ト
u

－J
－ノ

ス

グ

リ
J

ン
寸
も
限
制
し
て
作
曜
に
仙
え
る

こ
と
コ

一
、
万

一
仁
川
え
て
、
食
附
や
、
欣
料
収

、
避
慨
す
る
と
き
の
山
北
、
は
き
も
の
、

咋
を
限
的
し
て
お
く
こ
と
‘

lE 
し朱
しく
い使
つ
花
て；人

花
火
の
fJ
l
ズ
ン
に
な
り
ま
し
た
が
、

次
の
事
項
を
守
っ

て
事
故
の
な
い
よ
う
楽

し
く
遊
ひ
ま
し

ょ
う
ρ

本
花
火
に
川
い
で
あ
る
遊
び
ん
を
此
く
説

どミ特；~l券、 寝台券、グ ，， ー ンi＞＇、指定席

券は、ご乗車の日のじFl1liJから全国い

っせいに発必になります。

的献には、みどりの窓口がないのでそ

れよりも一日でも吊門におIiIし込みく
ださい。

士4人以上のクソレー プで、旅行される.ii・
削がありましたら、乗車同の二臨月j)ij

らか14目的まで受付し、一般の発，k：.に
さきがけて予約を承りますのでζ利用

ください。

三時，乞1,)j生、寝台みなど一郎にど使用にな

る来車券は、 il'.IW~以外の他の時！とからご

来きれになるものも発必いたしますっ

.6発tj{直illJは、窓口が泌総いたしますの
で、 i虫万や陸維な行，.fjjの耳t•j()j｝煩は早

f1にお求めください。
ム手荷物をお送りになる場合などは、 ζ

耳t<:¥J:のじ円前から発，／［；いたし;tす。

国鉄泊駅

・
・6
訟
柑

八
一
、
必
ら
す
れ
；u
ま

L
－－1

官
花
火
を
人
に
向
け
た
り
、
家
や
燃
え
や

す
い
物
の
あ
る
場
所
で
は
遊
，は
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
コ

必
風
の
強
い
時
は
花
火
遊
ひ
は
や
め
ま
し

ょ
・つ
、

そ
大
人
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う

－w
氷
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
ご

本
吹
出
し
、
打
上
げ
な
ど
筒
物
花
火
は
途

中
で
火
が
消
え
て
も
簡
を
の
ぞ
い
て
は
い

け
ま
せ
ん
ο

川一日

花
火
は
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

V
T

た
く
さ
ん
の
花
火
に
一
度
に
火
を
つ
け

る
こ
と
は
危
険
で
す
3

ネ
花
火
を
ほ
ぐ
し
て
遊
ぶ
こ
と
必
危
険
で

す
－

~· 

1
5
J
I♂
mh刊
M
4吋
，
悩
V
川
山
即
時
日
丹
、
～

。ご家庭の電気配線の保安責任

地キi：からの引込線がはじめにHI(りつけ
ている点から住~1:1似IJの協気1；州iiが全部
ですのであ、客ざまζ自身で管理してい

ただかなげればなりません。

。ブレーカーをごぞんじですか。

一－般のζ家庭には契約アンペアに応じ

たプレーカーがつけられており、契約

以上の電気を使ったとき臼副作jに百五気

を切る（つまみが下る）位向をしてt・、
ます。電気が切れたときは、なぜ切れ

たかをたしかめたのち、わからないと

きは」じ電へお知らせくださいζ

。アースをたしかめまし ょう。

illたく機、 揚水モータ一、冷桜！iii'、H!'.
：子νンジなどのI'll（気殿山には、 必ずア
ーメをつけ感抵を！？むぎましょう。

北電だより

し

~ 
爪ぃUス
つ
ピ
キ
」

立

一

掃

ん
又
サ
用
話

ノ
イ
内

電

ペ
実
利
報

L
ン

電

一田容
ホ
プ
」

レ

4唱暗然1’議：l軍法制｛哨%

~ 
~ 

－

AKHふ
札
町
ド
町
d
r
e

一花
訟
こ
と
こ
実
↑
人

ヤ
行
政
相
談

円
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